
13広報おうしゅう

今
回
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
関
す
る
最
新
の
情
勢
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現

に
向
け
た
国
へ
の
要
望
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

第

回
44

ジ
ェ
ク
ト
で
二
の
足
を
踏
ん
で
い

た
が
、
大
幅
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

方
向
が
見
え
て
き
た
こ
と
は
大
き

い
」
と
評
価
を
い
た
だ
き
、
林
幹

事
長
代
理
か
ら
は
「
実
現
に
向
け

て
協
力
し
た
い
」
と
話
が
あ
り
ま

し
た
。

○
岩
手
県
市
長
会

６
月
６
日
、
県
内

市
の
市
長

11

な
ど
が
水
落
敏
栄
文
部
科
学
副
大

み
ず

お
ち

と
し

え
い

臣
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

小
沢
昌
記
奥
州
市
長
は
「
Ｉ
Ｌ

Ｃ
か
ら
生
ま
れ
る
技
術
は
、
医
療

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
波
及

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
前
進
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

○
東
北
市
長
会

６
月
６
日
、
会
長
の
奥
山
恵
美

林幹事長代理（左から４番目）に要望林幹事長代理（左から４番目）に要望書書
を手渡す里見共同代表（右から３番目を手渡す里見共同代表（右から３番目））

子
仙
台
市
長
や
田
村
正
彦
八
幡
平

市
長
な
ど
が
、
松
野
博
一
文
部
科

学
大
臣
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
実
現
の
要

望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

○
岩
手
県

６
月

日
、
達
増
拓
也
県
知
事

14

が
、
復
興
庁
、
国
土
交
通
省
、
自

民
党
本
部
な
ど
を
訪
問
し
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。県市長会では、水落副大臣（左から６県市長会では、水落副大臣（左から６番番

目）に要望書を手渡し目）に要望書を手渡したた

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室
（
内
線
４
１
５
、
鯖
鰻
２
５
３
３
、
死ilc@city.oshu.iwate.jp

）
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昨
年

月
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｌ

12

Ｃ
に
関
す
る
国
際
会
議
Ｌ
Ｃ
Ｗ
Ｓ

（
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

の
ト
ン
ネ
ル
を
約

熟
の
長
さ
で
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建
設
し
段
階
的
に
大
き
く
し
て
い

く
と
い
う
考
え（
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
）

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
初
期
建
設
コ

ス
ト
の
削
減
に
効
果
が
あ
り
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
計
画
の
実
現
可
能
性
は
格
段

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

８
月
ご
ろ
に
は
こ
の
考
え
に
基

づ
く
最
新
の
設
計
書
が
研
究
者
の

国
際
会
合
で
決
定
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。
国
は
、
平
成

年
末
か
ら

29

年
に
か
け
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に

30関
す
る
最
終
判
断
を
す
る
と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
国
や
国
際
的
な
研

究
者
間
の
議
論
も
大
詰
め
の
段
階

を
迎
え
て
い
ま
す
。
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Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、

東
北
の
関
係
団
体
は
、
国
な
ど
へ

の
要
望
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。
以
下
に
各
団
体
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

○
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会

５
月
８
日
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
実
現

に
必
要
な
各
国
の
資
金
分
担
な
ど

国
際
調
整
を
進
め
る
よ
う
、
萩
生

は
ぎ

う

田
光
一
内
閣
官
房
副
長
官
、
田
野

だ瀬
太
道
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
、

林
幹
雄
自
民
党
幹
事
長
代
理
な

ど
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

共
同
代
表
の
里
見
進
東
北
大
総

長
、
高
橋
宏
明
東
北
経
済
連
合
会

名
誉
会
長
、
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室

長
の
鈴
木
厚
人
県
立
大
学
長
、
山

下
了
東
京
大
学
特
任
教
授
、
国
会

議
員
連
盟
副
会
長
の
鈴
木
俊
一
衆

議
院
議
員
な
ど
が
訪
問
し
、
東
北

Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
の
取
り
組
み
状
況

（
地
質
調
査
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
）
や
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
に
よ
る
40

諸
近
い
コ
ス
ト
削
減
方
策
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、
日
本
が
素

粒
子
物
理
学
の
分
野
で
世
界
の
中

心
に
な
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

田
野
瀬
政
務
官
か
ら
は
、「
こ

れ
ま
で
１
兆
円
を
超
え
る
プ
ロ

東北ＩＬＣ推進協議会
要望書（要旨）

１ ＩＬＣ実現に向けた政産官学お

よび地域社会でのさまざまな取り

組みを海外政府に情報発信するこ

と。これらを通じて、誘致の条件

とされる海外からの資金分担と研

究参加に関する国際調整を速やか

に進めること

２ ＩＬＣを学術のみならず、世界

の知の集積の場「国際科学技術イ

ノベーション拠点」の形成、民間の

活力を伸ばす成長戦略、そして地

方創生の観点からの可能性を検討

すること

３ ＩＬＣの中心技術でもある「超

伝導加速器技術」の高度化に向け

て、日米共同を中心とした国際技

術開発を進めること

４ ＩＬＣの国内誘致の方針を早期

に決定いただき、国内実現へ具体

的プロセスを実施すること




